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指定発言　多嚢胞性卵巣症候群に対する卵巣多孔術

弘前大学 福 原 理 恵

　　　　　　　　　 【目的】

　多嚢胞 性卵 巣 症 候 群 （polycystic　ovary 　syn ．

drome ；PCOS ）の 治療 に 関して は日本産科婦人科

学会の新診断基準に基づ い た治療指針の ア ル ゴ リ

ズ ム が作成され ， 挙児希望の ある ク ロ ミフ ェ ン抵

抗性 PCOS には ，
ゴ ナ ドトロ ピ ン （Gn）療法もし

くは腹 腔 鏡下卵 巣多孔術 （laparoscopic　ovarian

drilling；LOD ）を行 うこ とが推奨 されて い る．し

か し， Gn 療法は注意深 い モ ニ タ リン グ を行 っ て

も，多胎妊娠や卵巣過剰刺激症候群 （OHSS）の リ

ス ク を払拭 で きず，今なお理 想的 な治療 法に は

な っ て い ない ．こ れに対 し ，
LOD は累積 妊娠率は

Gn 療法と差は ない もの の
， 多胎妊娠率が有意に低

く，また OHSS の 発 生 もみ ら れ な い こ とか ら

PCOS の 排卵誘発法と して よ り積極的 に選択 され

る べ き治療法で ある と考え ， 我々 は本法を取 り入

れて きた．しか しなが ら，LOD は効果の 持続が不

定で ある こ とか ら
，
Gn 療法 を選択する か LOD

を選択するか 迷うこ とが少な くない ．これ は LOD

の 効果 を的確に予測で きる手段が ない た め と考え

られる．そ こで，我々 は LOD の 効果の 予測因子 の

検討を行 い ，PCOS の 治療戦略に お け る LOD の

位置づ けを検討した．

　　　　　　　　【対象 と方法】

　当科で LOD を施行 し た ク ロ ミ フ ェ ン抵抗性

PCOS 症例 （n ≡51）にお ける後方視的検討で ，手

術 前後で の 測定項 目の 変動に つ い て 検討を行い ，

術後の 自然排卵 の 持続に寄与す る因子 に関する ロ

ジ ス テ ィ ッ ク回帰分析を行っ た ．測定項 目は血清

LH ，　 FSH ，　 PRL ，テ ス トス テ ロ ン （T ），　 free−T

お よび DHEAS 値と，空腹時の 血糖 イ ン ス リ ン，

コ レ ス テ ロ
ール ，中性脂肪 ，

LD レ コ レ ス テ ロ ール ，

HD レ コ レ ス テ ロ
ール で イ ン ス リ ン 抵 抗 性 は

HOMA 指数 を指標 とした．また，　2008年か らは術

前後 の 血tft　antt −MUIIerian　hormone （AMH ）値も

測定した．

　　　　　　　　　 【成績】

　LOD 前後で 有意な変 動を認め たの は LH （p ≡

e．OOO5），　 LH／FSH 比 （p ＝0003），テ ス トス テ ロ ン

（p ＝ O．03）， free−T （p ＝ O．04）はすべ て術後に低下

した．FSH ，イ ン ス リン，　 HOMA 指数 血清脂質

は術 前後 で 変化 しなか っ た．51症例 中 40症例

（78．4％）に自然排卵 を認め，他 11例中 10 例 はク

ロ ミ フ ェ ン 感受性 とな っ た．1症 例 の み ク ロ ミ

フ ェ ン抵抗性の ままで あ っ た ．また妊娠は 35 症例

（68．6％）に成立 した が，双胎妊娠 （MD 双胎）は

1症例の みに認め られ ， OHSS の 発症 はなか っ た．

自然排卵が持続 した症例 では ク ロ ミ フ ェ ン抵抗性

に移行 した症例 と比較 して，術前の FSH （7．1± 1．9
vs 　4．7 ± 1．0　m 　IU／mL 　p ＝ O．03），

　 LH （14．0　±　4．3　vs

ll．2± 3．9，　p ＝O．04）が 有意に高か っ た．　 AMH に つ

い て は まだ症例数が少なく，有意差は認め なか っ

た もの の ，自然排卵が持続 した 症例 で は術前の

AMH 値が 低い 傾向で あ っ た． ロ ジ ス テ ィ ッ ク回

帰分析で は ，術前の血清 FSH 値が LOD の有効性

を予測する有意な因子で あっ た．

　　　　　　　　　【独創点】

　PCOS の 無排卵 は相対的な FSH 作用 不足 に よ

る もの で ，FSH の 基礎分泌 が比 較的低 く，　 LOD

に よ りLH 値が 低下 して もなお FSH 作 用 が不 十

分な症例 で は LOD の 有効 性が低 い と 考え られ

た．したが っ て，ク ロ ミ フ ェ ン 抵抗性 PCOS 症例

にお い て LOD の 適応 を判断する際に，血清 FSH

値 を考慮す るこ とが有用 であ る と考えられた．
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